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令和７年度 

第１回茅ヶ崎市バリアフリー基本構想推進協議会 

 会議録 

議題 

(１)令和７年度心のバリアフリー教室について(資料１、資料２、資料３） 

(２)茅ヶ崎市バリアフリー基本構想の中間評価について（資料４） 

(３)その他 

日時 令和７年８月４日（月）１４時００分～１６時００分 

場所 茅ヶ崎市役所本庁舎４階会議室３・４（オンライン併用） 

出席者名 

会 長：大原 一興 

委 員：松本 大造、沼上 洋一、鈴木 嘉朋、若林 英俊、柏崎 周一、髙丸 

やい子、瀧井 正子、沼田 ユミ、上杉 桂子、今井 達夫、瀬川 直

人、峯尾 明美、倉金 勲、伊藤 久美、石井 勇、小松 修司、斉藤 

進、平井 靖範、深瀬 純一 

（欠席委員） 

委 員：国分 宏樹、大澤 武廣、嶋原 謙二、白鳥 慶記、原 浩仁、谷久

保 康平、小林 将人、城田 禎行、ディアロ アブドゥル ガディル、

堀場 浩平    

（事務局） 

都市部 

都市政策課：課長 菊地 篤、課長補佐 錦織 多可志、主査 松谷 絵美子、主

査 松本 明日香、主査 寺井 淳平 

会議資料 

・議案趣旨書 

・次第 

・資料１   令和７年度心のバリアフリー教室について 

・資料２   プログラム概要（案） 

・資料３   教材（案） 

・資料４   茅ヶ崎市バリアフリー基本構想中間評価報告書（案） 

・委員名簿 

会議の公開・非公開 公開 

非公開の理由  

傍聴者数 ０名 
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（会議の概要） 

１．開会 

大原会長 ： 横浜国大の大原です。今日もお暑い中ありがとうございます。 

それでは早速、今年度第１回になりますが、推進協議会ということで始めた

いと思います。 

さて、今日は議題が２つあるということで、１番目の議題が資料もたくさ

んありますし、内容的には広範な内容を含んでいるのではないかと思いま

す。こちらに時間をかけることになると思いますが、事務局、早速始めてよ

ろしいですね。 

 

２．議題 

（１)令和７年度 心のバリアフリー教室について 

大原会長  ： それでは、議題１のメインのほうの心のバリアフリー教室ということで、

今年度具体的に展開をするわけですけれども、これについての資料の説明、

資料は１、２、３まで使われると思います。 

それでは、事務局から説明をいただいて、それで皆さんと議論したいと思い

ます。お願いします。 

事務局  ： それでは、事務局から失礼いたします。議題１について説明いたします。 

本議題の資料は、資料１、資料２、資料３になっております。会場の皆様は

お手元の資料、または前方のスクリーンをご覧ください。オンラインでご参

加の委員の方は、お手元の資料、または画面上に表示される資料をご参照く

ださい。 

初めに、資料１をご覧ください。令和７年度心のバリアフリー教室の概要

について説明いたします。 

１、令和７年度の取組方針につきましては、本年３月の協議会でご説明させ

ていただいたとおり、記載の方針に基づいて心のバリアフリー教室の実施内

容を検討しております。 

続きまして、２、実施概要です。今年度の募集対象は９校としております。

心のバリアフリーに関する学校現場の関心は非常に高まっており、実施体制

の限られた人的資源の下でも多くの児童に学びの場を持ってほしいという

意図で今年度の募集校を９校に設定しております。また、将来的には市内１

９校の小学校全校で実施できる、さらに、学校単独での実施ができることを

目指しております。 

時間は１校当たり４５分×３コマで、３コマ目の後に宿題を設定しておりま

す。 

１コマ目はクラスごとに各自の教室で、２コマ目、３コマ目については学年

全体を対象に体育館などで実施することとしております。 

１コマ目の講師は担任の先生、２コマ目、３コマ目の講師は市職員が担当し

ます。２、３コマ目は休憩時間を挟み連続で行いますが、１コマ目は必ずし
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も同じ日に行う必要はないと考えており、１コマ目と、２コマ目、３コマ目

の間に各学校が独自の取組を行うことが可能になります。 

先生に１コマ目をご担当いただく理由は、これまでの協議会でご意見をいた

だいたとおり、先生自身が心のバリアフリーについて正しく理解することが

重要であるという考え方に基づいております。 

対象学年は、学習指導要領の確認、教育委員会への相談の結果、原則小学５

年生としております。 

続きまして、３、プログラム概要です。本教室の目的は「様々な心身の特性

や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケーショ

ンをとり、支え合うことでなくせるバリアがあることを理解し、実践する気

持ちを育む」。 

これまでのプログラムは、体の不自由な方々との対話や体験を通して児童た

ちが相手の視線に気づくきっかけをつくることで、学校や町なかで相手の気

持ちを考えた支え合いができることを目指していました。障がいを身近に感

じることができない児童にとっては貴重な体験の機会を提供することがで

き、障がい者理解が得られたと学校現場などから評価をいただいておりま

す。 

今年度は、障がいのある人への理解、そこから一歩学びを進め、自分にでき

ること、そこに重きを置いたプログラムへ改定します。当事者が出向き障が

い者について学ぶ福祉教育は、茅ヶ崎市社会福祉協議会さんが実施可能であ

ることから、本教室では心のバリアフリーへの理解に重きを置き、すみ分け

を図ってまいります。ただし、当事者の方の声は動画という形で児童に届け

たいと考えております。 

（２)、時間割につきまして、資料２をご覧ください。 

全体の構成は次のとおりです。１コマ目は基礎編として「心のバリアフリー」

を知る。そして２コマ目、３コマ目は応用として、コミュニケーション、障

がいの社会モデルについて考える構成になっております。 

教室の実施手法については、教育委員会からのアドバイスを基に講義と活動

のバランスを調整しております。一方的な知識の押しつけにならないよう

に、講義中における問いかけやプリント、宿題の活用によって、児童の気づ

きや自ら考えることを促す内容になるように工夫し、プログラムを組み立て

ています。 

それでは、次に各コマについて順に説明いたします。資料３を併せてご覧

ください。 

まず１コマ目、「知ろう！心のバリアフリー」です。こちらは資料３の１ペ

ージ目から１８ページ目になります。 

１コマ目の講師は担任の先生が担当します。クラス単位で教室にて実施しま

す。項目ごとの時間配分は資料２に書いてありますので、こちらをご確認く

ださい。 
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１コマ目の内容についてご説明させていただきます。１、いろいろな人がい

ることを知る。こちらは、資料３の１ページ目から５ページ目をご覧くださ

い。こちらでは個人の障がいについて伝えます。見た目では分かりにくい障

がいや高齢者、妊婦、外国人など、様々な困り事を持つ人がいることを伝え

ます。こちらでは市民部会と協働で作成したポスターを使用予定としており

ます。 

２、「バリア」を知る、こちらは資料３の６ページから１０ページをご覧く

ださい。こちらでは社会にある障壁について伝えます。段差などの目に見え

るバリア、言葉の壁や偏見などの目に見えないバリアについて学びます。 

３、「心のバリアフリー」を知るは、資料３の１１ページから１６ページを

ご覧ください。こちらでは、障がいのある人自身が変わるのではなく、あな

たが社会的障壁を取り除く、このことでバリアが解消されるという障がいの

社会モデルを学びます。続けて、社会的障壁を取り除く行動として、差別し

ないこと、合理的配慮の不提供を行わないこと、こちらについて、一方的に

行動するのではなく、コミュニケーションを取ることの大切さを学びます。 

１コマ目の授業に先立ち、事務局からは、講師をされる先生へ研修を実施し

ます。研修では、授業の内容だけではなく、本教室での取組方針、学びの目

的、そして狙いについてしっかり説明をさせていただきまして、理解をして

いただいた上で、一方的な研修ではなく、相互に対話できる環境での研修の

実施を考えております。先生方への研修は本教室にとって非常に重要なもの

であると考えておりますので、教育委員会と協議を重ねた上で行ってまいり

ます。 

また、資料３のスライドの下のほうに記載しております内容、話す内容だと

か児童にやってもらいたいことというのが書いてあると思うんですが、こち

らの内容については授業を行う講師向けになります。スライドやプリントな

どの教材に記載されている難しい単語については、教材の中で説明書きを併

せて表記したり、講師により説明するなどして対応させていただきます。 

また、話す内容や児童にやってもらいたいことというところは、授業で使用

する教材それぞれについて、児童に何を学んでほしいのかを明確にするため

に記載しております。話す内容や児童にやってもらいたいことの具体的な時

間配分は、取組方も含めまして、実際に授業を行っていく講師に一任するよ

う考えております。 

それでは次に、２コマ目、「考えてみよう！心のバリアフリー（コミュニケ

ーション編）」です。資料３は１９ページから３７ページになります。こち

らは体育館で市の職員が実施します。１コマ目から時間が空くことを想定

し、まず１コマ目の振り返りを行います。振り返りが資料３の１９ページか

ら２６ページになります。 

次に、資料３の２８ページをご覧ください。身体障がい者、精神障がい者、

お年寄り、小さい子ども連れ、日本語に不慣れな方の声を収めた動画を視聴
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します。動画を視聴することによって様々な当事者の声を児童へ届け、共感

や気づきを促します。１人３分程度を目安に児童が共感できるような場面に

おける社会的障壁、困っている人に対して一方的に接するのではなくコミュ

ニケーションを取ることの大切さ、困ったら相手に伝えることの大切さとい

うところをポイントに絞ってお話をしていただきたいと考えております。 

動画を視聴したことで、児童が、なるほど、そうなんだといった気づきや共

感の気持ちを得ることを目的としており、コミュニケーションを取ることの

大切さについて理解を深めてほしいと考えております。また、動画の作成に

当たりましては、協議会の皆様にご協力をお願いしようと思っております。 

続いて、３、想像する、４、コミュニケーションを取る。こちらは資料３の

２９ページから３７ページをご覧ください。こちらではプリントを活用し、

遠足を題材に日常生活で起こり得る困り事について想像を深めます。また、

ハード面、環境や整備、そしてソフト面、コミュニケーションや配慮、こち

らを含めた困り事を解消する方法について考え、さらに、小学５年生の児童

が実践できるバリアの解消法についても意識を育てる授業構成としており

ます。 

続いて、連続授業の後半である３コマ目、「考えてみよう！心のバリアフリ

ー（障がいの社会モデル編）」です。資料３の３８ページから５６ページに

なります。こちらは、休み時間を挟み、引き続き体育館で市職員が実施いた

します。 

まず導入として、１、バリアを減らす工夫、こちらは資料３の３８ページか

ら４４ページをご覧ください。こちらでは児童に身近な環境である家庭や学

校を中心にクイズ形式で気づきを促します。 

次に、２、バリアを減らす社会の取組は、資料３の４５ページから４９ペー

ジをご覧ください。こちらでは、県条例による建築基準の設定など、ハード

面のバリアフリー化やソフト面の取組として言葉でのコミュニケーション

が難しい方、日本語に不慣れな外国人などに対して、絵や文字を指して意思

を伝えるためのコミュニケーションボードの活用などを紹介いたします。心

のバリアフリー教室も、こうした取組の一環であることを伝えさせていただ

きます。 

続いて、３、障がいの社会モデルを考える、こちらは資料３の５０ページか

ら５３ページをご覧ください。こちらが３コマ目のメインとなります。実生

活で起こり得るバリアとその解決方法について考えます。こちらはプリント

を用意いたします。場面設定は、聴覚障がいのある人が目覚まし時計や玄関

チャイムの音が聞こえない場合です。ハード面であるといいものと、小学５

年生の児童自身ができるバリアの解消法について、プリントを使って個人や

グループで考える時間を設けます。 

最後に、４、まとめ、こちらは資料３の５４ページから５６ページをご覧

ください。こちらでは１コマ目から３コマ目の内容を振り返ります。まとめ
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をした後に宿題の説明をさせていただきます。宿題は障がいの社会モデルに

ついて考えることをテーマに、２つの場面と、そこでバリアを感じる人を設

定します。資料３の５７ページから６３ページになります。 

１問目は、大きな音が苦手で、利き手をけがしている児童が学校生活を送る

にはどうすればよいかという場面です。こちらは資料３の５７ページから５

９ページをご覧ください。この中で、どのような支援や工夫があるといいの

か、そして周囲の児童や自分自身にできることを考えていただきます。 

２問目は、様々なバリアを抱える人々が集まる避難所での生活です。こちら

は資料３の６０ページから６２ページをご覧ください。この場面では、ハー

ド面でどのような整備が必要なのか、また、その場にいる児童ができること

は何なのか、考えることを目的としております。２問目は、児童と保護者が

一緒に考えることでより効果的な学びが得られるのではないかと考えてお

ります。 

この宿題は、３コマにわたる授業の集大成として位置づけており、児童が主

体的に実際に起こり得る身近な場面を通じて、障がいの社会モデルの視点か

ら物事を捉える力を育むことを狙いとしております。また、本教室の効果を

把握し、今後のさらなる改善を生かすために児童と保護者の方に感想を書い

てもらうよう考えております。宿題の説明をして、３コマに当たる心のバリ

アフリーが終了となります。 

また、本協議会の市民部会から意見をいただいております。今日、お手元

のほうにＡ４印刷の３枚のものを皆様のお席に置かせていただいておりま

す。こちらの意見も参考に今回のプログラムを構成させていただきました。 

続いて、４、スケジュールです。引き続き教材や宿題の検討、動画の精査

をしてまいります。教室の実施に向けた動きとしましては、今月に実施希望

校を募集いたします。そして９月中旬に実施校の決定、その後、先生向けの

研修や開催日時の事前調整を経まして、１０月から令和８年３月までの期間

に教室を実施しております。 

議題１の説明は以上です。 

大原会長  ： ありがとうございました。フルに内容が入っていますので大変長大なもの

だと思いますが、どうしましょうか、早速ご意見をいただくということでよ

ろしいでしょうか。 

私のほうからちょっと確認しておきたいのは、市民部会が先だって行われま

したし、それから、若干事前に見せていただく機会もあった中では、私なん

かが思うに、果たして、今の対象の小学校５年生に理解できる範囲なのかど

うかと。この手のテーマに関しては前例があまりないかと思うので、新しい

試みだと思いますので、小学校５年生で理解できるのか。言葉もいろいろと

難しいし、我々大人でもきちんと理解しているかどうか、あやふやなことま

でちゃんと伝えようとしているというところで、難しさについて。つくられ

ている過程では、教育の専門家、現場の教諭の経験のある方で実際にこれが



- 7 - 
 

小学校５年生に適切かどうかというチェックは取りあえずされているとい

うことでよろしいですね。ということで今できてきているそうですので、そ

の辺を前提で、最初から難し過ぎるという一言で終わらないように、何かい

ろいろ建設的なご意見をいただけるといいかなと思います。 

斉藤先生から具体的に質問が出ていたんですけれども、これについては説

明は事務局からは特にないですか。資料を見てもらえで終わらせる感じです

か。一応事前にいただいた質問に対して、それを踏まえて修正をした結果だ

ということだそうです。その辺も併せて、皆さんからご自由にいろいろご意

見をいただければと思います。いかがでしょうか。 

上杉委員  ： 自閉症児・者親の会の上杉です。 

障がいの社会モデルに沿って大変考えてくださったプログラムだという

ふうに思います。なので、すごくこの進め方には賛成です。 

ただ、何点か当事者側として、ここをちょっと強調してほしいなというとこ

ろがありまして、例えば資料３の１４ページの下のほうの話す内容、３つ目

のところに「思い込みで行動せず、相手が希望することを聞くことが大切」

とあります。ご説明の中にもありましたが、合理的配慮ということの意味が

ここの部分が非常に強いんですね。まず、障がい当事者の本人の声が一番な

んです。それを聞いた上で、過度な負担にならないことを行うということが

合理的配慮の基本的な考え方なんです。 

ちょっと微妙だなと思うのが、相手の困り事を想像しましょうみたいな言葉

もたくさんあって、それはそれで大事だと思っているんですけれども、まず

第一義はここなんですね。ご本人のどうしてほしいかを聞く。ここを一番に

強調した内容に少し書いていただくとありがたいと思います。 

それから、同じく資料３のページ４３、４４に、これは何が違うみたいな、

簡単なイラストと一緒に、４３はホワイトボードの写真とか、あと４４につ

いてはシャンプーが載っていますね。ここはもし可能でしたら実物の写真と

かのほうがいいと思いますし、ホワイトボードに関して言えば、上下できる

ようなスイッチみたいなのが写真の中でもっと明確に出ていると子どもた

ちも答えやすいかと思いました。 

同じく資料３のページ４７のほうで、コミュニケーションボードは意思疎

通が難しい人について有効であるというような内容ですが、実際知的障がい

や発達障がいの当事者を抱える家族から見ると、コミュニケーションボード

では分からない人もかなりたくさんいて、やっぱりここでも、コミュニケー

ションボードだけにとどまらず、説明するときに写真とか具体的な絵とか、

あと実物、こういったものがコミュニケーションには有効であるということ

を伝えていただければと思います。 

ごめんなさい、コミュニケーションボードは聴覚障がいの方のためのもので

したね。失礼しました。そういったことをちょっと感じたのでお伝えします。 

大原会長  ： ありがとうございました。事務局のほうで一つ一ついきますか。直せる範
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囲で、言葉である程度補ったり、直せるかなと思います。それから最初のご

指摘は、想像するだけではなくてまず聞く。聞いて、または想像して、共感

に基づいて対応するということが肝だと思います。 

上杉委員  ： 善意の不適切な対応が当事者としては一番つらい対応になってしまうの

で、そこはぜひ強調してお願いします。 

大原会長  ： ということでお願いします。 

そういう感じで具体的に。どうぞ。 

柏崎委員  ： 老人クラブの柏崎です。 

ちょっと基本的なことでお伺いしたいんですけれども、子どもたちに配布

する資料というのは、どういう資料が配布されるんでしょうか。今日配られ

た資料を修正した格好で生で子どもには配られるんでしょうか。ちょっとそ

の辺のところが曖昧なので、子どもたち分にまた別の資料を作られるんです

か。 

事務局  ： ありがとうございます。本日皆様にご覧いただいている資料は、基本的に

は前面のスクリーンやプロジェクター等を用いて投影するスライドを考え

ております。児童に実際に配るものにつきましては、プリントや宿題を考え

ております。申し訳ございません、プリントや宿題は、まだ最終的なプリン

トや宿題といった形の体裁に整えた状態で皆様にお示しをまだしておりま

せんが、本日の資料の中に、例えば宿題でしたら、最後のほうになりますが、

５８ページ以降がその宿題の内容になっております。 

こちらは、本日の協議会に合わせて、皆様にご覧いただきやすいようにスラ

イド形式で統一して配付をさせていただいておりますが、実際児童に配る際

には、内容はこのままでレイアウトを工夫しまして、例えばＡ３、１枚の表

裏に収まるといった形で配布を考えております。 

スライドにつきましては、これから教育委員会の先生方と相談にはなってし

まうんですけれども、児童たちにこのまま配ってしまうのか、あるいはスラ

イドとしてあくまで活用すべきものなのかというところは、すみません、正

直なところまだ議論が至っておりません。そんな状況でございます。 

柏崎委員  ： ありがとうございます。先ほど座長が言われましたように、内容は、大人

に説明してもいいような、大人でもかなり難しい。これは３時間でやるわけ

ですから、３時間といっても４５分が３回で、そういう意味ではかなり盛り

だくさんで、どこまで子どもたちに理解できるのかなという心配が実はある

んですが、それにしてもすごく立派にいい教材ができたなと私は思っていま

すけれども、３時間で、大人でもかなり難しいのを子どもたちにどういうふ

うに、全部が全部ではなくて、少しでも伝わってくれればいいなとは思いま

すけれども、その辺のところはどうなんでしょうか。 

事務局  ： ありがとうございます。実は、裏話になってしまうんですが、本日皆様に

お渡ししております資料よりももっとスライドの枚数が多いものを事務局

としては用意しておりました。教育委員会と打合せをさせていただいたとこ
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ろ、やはり今柏崎委員がご指摘いただいたとおり、分量が多過ぎるという指

摘をいただきまして、もう少し内容を焦点化、要はフォーカスを当てていか

ないと、児童たちにあまり多くのものを詰め込んでしまうと結局何も残らな

いのではないかというような指摘をいただいております。ですので、実は当

初の案よりも事務局としましては幾らかスリム化させたものになっており

ます。 

ただ、これでもまだひょっとすると内容は多いかもしれません。学校の先生

からは、このスライドにつきましても、やはり緩急をつけたり、スライドそ

のものを消化するというよりも、中身で何を児童たちに伝えたいかを強く、

特に１コマ目で、学校の先生たちに事前の研修でしっかりと伝えて、学校の

先生たちがそれを把握した上で授業に臨むことが大事であるというような

アドバイスをいただいておりますので、その辺のところをしっかりと事前研

修で伝えていきたいと思いますし、また、今回、プログラムが新しく刷新し

ておりますので、今年度実施をして、やはりちょっと詰め込み過ぎているな

ということであれば、このプログラムで未来永劫突っ走るということは全く

考えておりませんので、毎年度毎年度必ず振り返りをして、よりよいものに

どんどんどんどん最適化を図っていきたいと考えております。 

石井委員  ： 公募市民の石井と申します。 

趣旨は柏崎委員と同じなんですけれども、事前に先生にご説明するときに

この２点を強調してご説明いただきたいなと思う、私自身が分かりづらいと

いうところだけお願いしたいんですが、まず特性というキーワード、これは

すごい重要なキーワードになっていますよね。一般市民の方は特性というの

はあまりキーワードとして使っていない。一般的に個性ですよね。勉強する

と、特性と個性は全然違う世界だよということになっているので、特性とい

う言葉を、教える先生、説明する先生の方にご理解をきちっといただかない

と流れが行かないですよね。その点をちょっとお願いしたいな。 

もう１点が、例えば大事なのは差別をしない、合理的配慮をする。ここに

おられるような専門家の方は合理的配慮というのは市民権を得ていますけ

れども、一般の先生方とか、ましてや５年の児童が合理的配慮という言葉を

使う必要があるのかどうか。心遣いとしてちょうだいよ、気遣いしてちょう

だいよ、それで十分だと思うんですね。合理的配慮というのを法律でどうの

こうのという世界は全然必要ないので、人として、児童として、人間として

人を思う気持ちは大事なんだよということを伝えていただければ。 

専門の方が使っているような専門用語みたいに近い言葉で、あまりまくし立

てるような話はしないと思いますけれども、ぜひかみ砕いて、心遣い、気遣

いで僕は十分だと思うので、そういうところは何点か。きっと事務局の方も

お気づきになっている点はあると思うんですけれども、その点をポイント的

に事前にご説明いただいたら助かるなと、そんなように今考えています。 

事務局  ： ありがとうございます。もちろん学校の先生方とお打合せをさせていただ
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いている中で、例えば資料のスライドの中に障がいの社会モデルという単語

が出てまいります。こちらについても、小学５年生がこの障がいの社会モデ

ルという言葉そのものの意味を知っている必要はないと事務局としても思

っております。率直に学校の先生方と相談をさせていただきました。障がい

の社会モデルという言葉をスライド上使うかどうか。そのことについては、

実は相談の結果、使わなくした単語もありますし、障がいの社会モデルのよ

うに残した単語もございます。もちろん石井委員、柏崎委員がおっしゃって

いただきましたとおり、我々事務局としても、暗記の授業のように単語を覚

えることがこの授業の目的ではございません。子どもたちに心のバリアフリ

ーの内容について一つでも多くのことを残したいというのが教室の狙いで

ございますので、こういったいわゆる暗記テストで回答を埋めなさいという

ような授業の仕方をするつもりはございません。 

具体的に申し上げますと、学校の先生と相談した結果、例えば削除した内容

としまして、バリアには４種類あるというような分類の仕方がよくされるか

と思います。例えば物理的なバリア、それから情報、文化面のバリアなどの

分類も当初はスライドに載せておったのですが、バリアが４種類あって、そ

れぞれこんな例がありますよなどというものは、授業のコマ数が限りなく多

ければそういった内容を伝えてもいいのかなと思うんですが、学校の先生方

と相談した結果、そういった分類や何々的なバリアというようなキーワード

を教えることが目的ではないでしょうということで削除をしております。 

そういったことから、学校の先生方には、言葉の丸暗記や、そういったもの

を教えることがこの教室の狙いではなくて、あくまで心のバリアフリーの中

身といったことを学びの目的にしてもらえるようにしっかりと研修でお伝

えしてまいりたいと思います。ありがとうございます。 

上杉委員  ： 石井さんのご意見を今お聞きしました。確かに子どもたちに難しい言葉で

はなくてもというお話はすごくよく分かるんですけれども、ただ、私は今の

小学校５年生の道徳の授業はどういう内容かは知らないんですけれども、基

本的に道徳の授業というのは、やっぱり人に優しくとか、間違ったことをし

ないとかという内容だと思うんですね。今回やっぱり新しく出てきた内容と

しては、社会モデルと合理的配慮なのかなと思ったんです。なので、現行の

道徳の授業とは違う考え方というのを、都市政策課のこの取組で入れていた

だきたいと思いました。 

例えば言葉にすることによって意識が生まれるということがあると思うん

です。昔は全然言われなかったハラスメントという言葉も、ハラスメントと

いう言葉が出てきたことによって何となく実態がしっかりとつかめるよう

になっていく。そういった意味で、「難しいかもしれないけれども、今みん

なに話したことは社会モデルという考え方なんだよ」とか、あと、さっき言

ったように、「障がいのある人の当事者の声をまず聞いて、思い込みでお手

伝いしないということが合理的配慮なんだよ」というふうに言葉を新しく覚
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えていただくことは大事ではないかと思いますので、お伝えいたします。 

小松委員  ： 公募市民の小松と申します。 

資料が、前回とかその前から比べるとはるかによくなっていて分かりやす

くて、先生も参加されるというところで、先生のほうに伝えていただきたい

ことがかなり移っているので、先生はこれからも子どもたちを教育するの

で、この構成はすごくいいなと思いました。 

分かる、分からないというのがあるんですけれども、障害者差別解消法とか、

社会が国際的にも、日本にしても、どうしたらいいんだろうというのをずっ

と悩みながら出てきたキーワードで、障がいの社会モデルとか、合理的配慮

ですね。私も会社にいて、どうしたらいいんだろうかと。言葉の意味は、簡

単なようで対応の仕方が分からなかったというところがあるんですけれど

も、ほかにも専門用語がいっぱいありましたけれども、今おっしゃったよう

に、少なくともこの言葉は例えを言って、こういうことだよというのは、中

学に入る前にちゃんと理解してもらいたいなと思いました。 

あと２点ぐらいあるんですけれども、１３ページの資料で、「さべつをし

ない」、「ごうり的配慮」というのがあるんですけれども、これは学校生活の

中で、上のパワーポイントにあるような差別事例、合理的配慮事例以外に、

学校の中ではどうだという事例的な説明はできないんですか。例えば生徒間

とか、支援学級とかもありますし、車椅子で通われている生徒さんもいらっ

しゃるので。それを言うのがいい、言わないほうがいいのかというのはよく

分からないんですけれども、自分たちの小学校の中で例えて説明する内容が

あれば、もっと理解しやすいのではないかなと思います。そこら辺を学校の

先生とよく話していただいて、多分休み時間についつい言ってしまっている

言葉とか、それを授業の中でたしなめたりしていることがあると思うんです

ね。こういったことは日本の社会でも世界でも駄目だと取り組んでいるんで

すよということを説明するためにも、そこら辺で何か事例がないかなと思い

ました。 

それと、２８ページです。これは動画なので資料がなければしようがない

んですけれども、やはり学校の中では、こういった身体障がいの方もいらっ

しゃると思いますし、お年寄りも、今頃は地域と共に育てるという、お年寄

りとも接することがあるので、これは理解できると思うんですけれども、今

さっき言ったように、学校の中の支援学級とか、それぞれあるところないと

ころがあると思うんですけれども、学校の中での事例動画があれば分かりや

すいかなと思ったんです。そういったのが、これからだとは思うんですけれ

ども、より学校生活の中でこういうことだよねというのが分かる事例が増え

ていけばいいなと思いました。できるのであれば先生から聞いて、この動画

の説明の後に例でちょっと言うと、学校の中のことですから、生徒は、ああ、

あのことか、こういうことだなというのが分かると思うので、できたらそう

いったのを付け加えていただいたらと思いました。 
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事務局  ： ありがとうございます。学校の児童に、人ごとの世界ではなくて、自分た

ちも関わりのある話なんだということが分かってもらえるように、学校生活

や、学校生活で難しいようであれば例えば家庭生活であるとか、そういった

事例で多くスライドを構成していくように検討してまいります。ありがとう

ございます。 

大原会長  ： 大原ですけれども、今そのようなご意見が出たのでついでに言うと、とに

かくやっぱり抽象的なことではなくて、身近な場面というか、身近な環境で

気づいてもらうことが大事だということで言うと、まだできていないのでは

っきり言えないですけれども、横浜市で、実は今、小学生向けの簡単なパン

フレットを作り、それの教師用指導書みたいなものを作っているところなん

ですね。それは一通り社会モデルや何かをいろいろ考えてもらう上で、身近

な教室で何が問題かとか、学校の中でのバリアフリーを探検してみようとか

というようなところへつなげていこうとしている。 

だから、茅ヶ崎はもう今これだけでもう３コマ使っているわけで、さらに４

コマ目、５コマ目というか、学年を変えて次の年にやるとかということでも

いいと思いますけれども、そういう学校探検的なものも加えていくとさらに

いいのではないかなということは実は前々から言ってはいるんですけれど

も、まず、横浜市のその資料が今教育委員会で調整中なのでまだ公開できな

いので、ちょっと言えなかったんですけれども。 

それから、私自身が横浜国大の附属の小学校、中学校でやはりバリアフリー

教室みたいなことをしたときには、実際に学校内を探検するというようなこ

とをやって、これもかなり効果的でしたので、次の段階の心のバリアフリー

教室学校編というようなことをちゃんと考えていただけるといいのではな

いかなと思います。一遍にそんなにいろんなことはできないと思いますの

で、いろいろ組み合わせていただければいいのではないかなと思いました。 

斉藤委員  ： ありがとうございます。今日は体調の関係でＺｏｏｍでの参加になりま

す。申し訳ございません。関心は非常に高いんですけれども、どうも体のほ

うが言うことを聞かないので、どうぞご容赦ください。 

それで、今まで皆さんのいろいろご意見をいただいて、事務局のほうでも

一生懸命いいプログラムをつくっていただいたということは敬意を表した

いと思います。ただし、私は、皆さんの机の上に、７月１６日に私が当初の

市の企画案に対していろいろ質問を出したその資料を置いていただいてい

ると思います。市のほうにこういった配慮をしていただいたことを感謝申し

上げます。 

その中にも、今まで皆さんがご指摘したような内容があるので、改めてこ

こでは細かく説明しませんが、まず、聞いていて私が最初に思ったのは、資

料１です。資料１の今年度の実施の概要で、募集校数が９校とあるんですが、

９校はもう事務局は決めていらっしゃいますか。あるいは、状況によっては

従来のような３校、４校になるということも考えておりますか。９校募集す
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るんでしょうか。そのスケジュールとかも、８月上旬で募集を開始して、中

旬で実施校を決定するとあるんですが、９校やるということでもう進めてい

るんでしょうか。その辺、最初に確認したいんですが。 

事務局  ： ありがとうございます。結論から申し上げますと、募集校数は最終決定で

はございません。９校にこだわっているものではないんですが、ただ、これ

までの取組方針でもご説明させていただきましたとおり、そもそものこのプ

ログラムを改定する動機の大きな一つとしまして、実施校を今後拡大してい

くことを見据えてということがございますので、９校というようなご提案を

させていただいているところです。具体的には、昨年度４校の応募に対しま

して９校の募集がございました。そういったところから、茅ヶ崎市内全１９

校ございますので、半数の９校というところを１つの目安の数字として出さ

せていただいたものです。 

斉藤委員  ： ありがとうございます。それで、私、前回の市民部会で実施校について意

見を述べさせていただきました。議事録を私自身見直しているんですけれど

も、そこで、まず実施校が多いということが印象に残りました。ですから、

実施校についてはもう一度より深めて、実施できるような回数はどのくらい

なのか、マンパワー、時間配分も含めて再考いただければありがたいと思い

ますという意見を言いました。 

それに対して最終的に大原会長のほうからも、ちょっと読ませていただきま

すと、対象校に関しては、確かに本当に実効性のある範囲でまず今年はやっ

てみるのがいいかと思いますので、目標の９校という数にあまりこだわら

ず、本当に自主的に繰り返し、それこそスパイラルアップができるように、

小規模でもいいから繰り返し検討していくような段階かとは思いますと、そ

ういうことを市民部会と一体となって検討してほしいというご意見もあっ

たと思います。 

そういうのを踏まえていくと９校にこだわらないというようなことで、ぜ

ひ、今までの各委員の方々のご意見を伺うと、教育委員会、あるいは担当の

先生方との調整なんかを、言葉遣いにしても、これからまだまだ時間が必要

だと思うんですね。この９校にこだわらず、例えばモデル校として４～５校

にして、それを教育委員会あるいは学校の先生方とのきめ細かな実践研修と

いったところを深めていってプログラムをつくっていくほうがよろしいの

かと思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

大原会長  ： 事務局のほうではどんな考えですか。 

事務局  ： ありがとうございます。この心のバリアフリー教室のやり方につきまして

は、もちろんこれといった正解があるものではございませんので、毎年トラ

イ・アンド・エラーを繰り返しながら、だんだん成長していくものかと思っ

ております。 

物理的なコマ数に関して申し上げますと、実は昨年度まで実施しておりまし

たコマ数と、今回ご提案をさせていただいているコマ数は、総量としてほぼ
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同じになりますので、マンパワーとしてはほぼやれる範囲かなということを

考えております。また、学校との調整方法も、キントーンというオンライン

上のところで学校の先生方とやり取りをするような手法を今年度から検討

しておりまして、そういったところでもよりスマートに実施をしていくよう

にいろいろと考えてまいりたいと思っております。 

斉藤委員  ： ということは、９校は変更しないということですか。 

事務局  ： 実際に９校応募しましても、蓋を開けたら、９校必ず募集がないことも想

定できますので、そのあたりのところは何とも申し上げにくいんですが、今

のところ事務局としましては９校が、逆の言い方を申し上げますとマンパワ

ーとしてはやれるぎりぎりかなと思っております。 

斉藤委員  ： 分かりましたけれども、分からないような気もするんですが、時間がない

ので次に行きます。今の９校にするのか、あるいはもうちょっといろいろ内

容を詰めていって、応募が実際ないかもしれないということがあるというこ

となので、その前提で、９校をするというようなことを目標にしつつも、内

容を、僕は、教育委員会、あるいは各担当の先生方との事前研修をどのよう

に進めていくのか、内容等を詰めていただくとよろしいかと思っておりま

す。 

次に行きます。時間がないのでかいつまんで質問させてください。例えば

なんですけれども、「知ろう！心のバリアフリー」の資料で１２ページをご

覧いただけますか。「心のバリアフリー」のポイントというのが書いてあり

ますね。「しょうがいの社会モデル」をりかいするということで、この言葉

については、私も本当に皆さんが言うように、大人でも１時間でも理解でき

ないかな、じっくり話し合ってもなかなか理解できないかなという言葉なん

ですけれども、こういったことを盛りだくさん、５年生ではかなり困難な言

葉を使っているんですけれども、それは置いておいて、この箱の中ですね。 

「せいしんしょうがい」と書いてあります。人の特性、「せいしんしょうが

い」。その横に社会（世の中）、精神障がいのところに「こわいと思い込む」

とあるんですね。私はこれを読んだときに、えっと思ったんです。「せいし

んしょうがい」、「こわいと思い込む」、「さけられてしまう」、これは怖い。な

ぜこういう表現をしたのかなと私は思いました。先入観があるのではないか

な、思い込みですね。 

精神障がいは怖いんですかと私は自問自答しましたし、これを書いた事務局

の方、なぜ精神障がいが怖いのか。この後、これが全体で６回にわたって繰

り返されているんです。私はこれは本当に学校で教えることなのかなと思い

ました。人権の侵害とか、人権の阻害がここにあるのではないかなと思って

しまったんですね。これは例なんですということかもしれません。でも、我々

の潜在的な意識の中で、「せいしんしょうがい」、「こわい」、私はこれを読ん

だときに、もう少し時間をかけて、みんなで障がい者の、あるいは障がいの

社会モデルというものを意見交換して考えて、あるいはそういう内容を話し
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合ってみるのはどうかなと思ったんですね。これに関しては、事務局はどん

な思いで「せいしんしょうがい」は「こわいと思い込む」、こういうふうな表

現にしたのかをご説明していただけますか。 

事務局  ： ありがとうございます。こちらにつきましては、意識上のバリアの一例と

して挙げたものでございます。例えばですけれども、高齢の方は、例えば筋

力が衰えているですとか、男性は……。 

斉藤委員  ： 時間がないから、「せいしんしょうがい」、「こわい」だけ説明してくださ

い。 

事務局  ： これは、誤った思い込み、意識上のバリアの一例を挙げたものでございま

す。 

斉藤委員  ： だから、怖いですか。精神障がいが怖いんですか。 

事務局  ： 精神障がいのある人を知らないことが原因で、例えばよく理解ができな

い、そういった理解ができないものを人はやっぱり本能的に恐れてしまう、

あるいは避けてしまう。そういった意識のことを取り上げたつもりなんです

が、表現につきましてはよく研究をしてまいりたいと思います。 

斉藤委員  ： そうしてください。そういった箇所が、やっぱり例えば当事者との意見交

換、あるいは当事者団体との意見交換が僕は弱いと思うんですね。やっぱり

例えば精神障がいの団体と話し合えば、こういう表現は絶対出てこないと思

います。募集とかそういう日程はあるようですけれども、ぜひ少し時間をか

けて、誤った理解が子どもたちに広がらないように、そのような検討、これ

は話合いしかないと思います。当事者同士、団体、市民の方々とそういった

時間を十分取っていただきたいと思います。 

長くなりましたので私は以上で終わりますが、そこのところが全体を通し

て私はまだまだ検討不足だと思っていますので、ぜひ市民部会あるいは障が

い者当事者、あるいは先生方、教育委員会、もう少し時間をかけて、直接的

なそういう話合いを行っていただきたいと思います。 

大原会長  ： ありがとうございました。私からもコメントすると、まず１点目の数に関

しては、確かに少ない数でじっくりと評価をし固めていくというこの試みと

しての今年度は位置づけだと思いますので、９校という数にとらわれず、事

務局としては、多分最大限やれる範囲をできるだけ多く実施したいという気

持ちなんでしょうけれども、私もどちらかというと斉藤先生と同じ考えで、

できるだけ少ない範囲でじっくりと評価をしていくという、それから、この

テキストに関しても直しつつつくり上げていく、試してみるというそういう

段階だと思いますので、数を少なくしてより密度を上げるというか、じっく

りとやるというようなことのほうがいいと思いますが、あまりこだわらず、

募集をかけた結果などを見ながら進めていただけるとと思いますが、その点

は皆さんは何かご意見はありますか。 

峯尾委員  ： 肢体不自由児者父母の会の峯尾と申します。よろしくお願いいたします。 

先ほどの怖いという言葉ですね、私もこれがいいかどうかというのは分か
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らないんですけれども、自分の経験上、自分の息子が小学生のときに子ども

が近寄ってきて、うちの息子に対して、「気持ち悪い、怖い、変な顔」とかと

言われたんですね。でも子どもって本当に素直なので、多分そのままの言葉

で、「ああ、そういうふうに見えるんだな」とちょっと受け止めたんですね。 

だから、子どもは、言葉がいいかどうかは分からないんですけれども、やっ

ぱり怖いという言葉がすごく理解できる言葉だし、気持ち悪い、変だとかと

いう言葉が逆にすっと入るのかなということなので、私もこれは悪いかどう

かというのは、この言葉が悪いわけではないのかなという、子どもさんにと

っては逆に入るのかなという、そこは少し思ったところであります。すみま

せん、まとめられないんですけれども、経験上、そういうふうに子どもはす

とんとその言葉が入るので、正直なので、実際そうやって言われたので、気

持ち悪いとか怖いとかという部分。でも、それってあれなんだよというとこ

ろを大人の方が上手にまたそこはフォローするという感じで、すみません。 

大原会長  ： 分かりました。恐らく現場の先生たちもそんな感覚を持たれているんだと

思います。ただ、私も非常に気にはなっていて、つまり、ここでは悪い例を

挙げているわけですよね。世の中の配慮のなさを表現する事例を挙げてい

る。それにしても悪過ぎるのではないかなという気は私はしました。もう少

し何か軽い例があればいいんですけれども、逆に前々からいろいろ出ていま

すように、かえって、今までそういうふうに思ったことのない子が怖いと思

ってもいいんだというふうに思ったりすると非常によくないなという気も

しましたし、どう言えばいいんですかね。 

もう少し軽い例があれば変えたほうがいいなというのは、今のところ具体的

ないい例が思いつかないんですけれども、考えてみたいとは思いますが、皆

さんどうでしょうか。許容範囲なのか、つまり、テキストの趣旨としては悪

い例を挙げている。しかし、悪い例が、あまりにもちょっと悪質なのではな

いかなと私は思う気もあります。難しいところなんですけれども。 

小松委員  ： 世の中の状況をちゃんと理解させる、どれが正しい、正しくないというの

を理解させるのは、親とか大人の役割だと思うんですけれども、子ども自体

は成長過程ではもともと善であり、何も知らない。そこに怖いとかというの

を植えつけるのは、やはり家庭の中とか、ついつい親が言ってしまう、「あ

れは怖いんだよ」。それを５年生か６年生ぐらいになると、違うんですよと

いう教育を受けると、親が言っていたら、パパが言っていたら、お父さんが

言っていたら、「それ違うよ」と。私はこれに期待したいんですけれども。 

ネガティブに言うと、そう思ってしまう、使ってもいいんだなと思ってしま

う子もいるかもしれないですけれども、それは先生が５年生の今の知識レベ

ルを判断して、ここのところはうちはちょっと使わないほうがいいですとい

うのであったら使わないでほしいですが、まさにこれを使って子どもたちの

心を正したいという先生がいらっしゃったら、これを使っていただきたい。

その場、その場に預けていいのではないかなと思いました。 
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それと、もう１件あるんですけれども、９校できればいいと思います。私

は機会均等でないといけないと思うので、１９校一斉にやるのが本来のやり

方だと思います。ただ、マンパワーもあるので、実際３校になったとしても、

先生方への教育というか、研修会は１９校の学年主任さんに集まっていただ

いて、茅ヶ崎市がこういう形で動いているんですよというのを一斉にやった

ほうがいいのではないかなと。ある程度のここら辺の教育、教材をちゃんと

理解していただくということは、９校に絞って研修会をするのではなくて、

１９校の学年主任の方々に集まっていただいて研修会を開いたらどうかな

と思います。それで、マンパワーの問題もあるし、学校の事情もあってでき

ないかもしれませんけれども、それは学校に情報を伝えるということではや

ったほうがいいと思います。 

柏崎委員  ： 老人クラブの柏崎です。 

今、皆さん非常に難しい問題を提起されているんだけれども、子どもと関

わると、結構厳しい言葉をあまりよく考えないで発言している例は山ほどあ

るんですね。例えば、こんなことを言っていいかどうか、ちんばだとか、め

っかちだとかそういうことが、あまり深く考えないで、標準と言っては変だ

けれども、子どもの中では飛び交っているんですね。だから、そういうとこ

ろを一体どういうふうに考えるのか。それこそもう封鎖してしまうのか、そ

れとも、それを取り上げてもっと検討するのか。だから、あまり簡単にやめ

るとかやめないとかということでもないような気もいたします。非常に難し

い問題で、どれが正解なのかは分からないかもしれないけれども、現状子ど

もは意外に深く考えないで、大人が考えているような厳しい言葉を発してい

るということだけはしょっちゅう耳にいたしますので、感想ですけれども、

以上です。 

倉金委員  ： 茅ヶ崎市聴覚障害者協会の倉金と申します。 

スライドのことですが、心のバリアフリーのいろいろな人がいるというと

ころで、心のバリアフリーの資料の４ページ、見た目では分かりにくい特性、

その中にやはり聴覚障がい者が載っていないんですね。聴覚障がい者のイベ

ントがいろいろあるんですが、そういう聞こえない子どもたちは、聴覚障が

い者の団体では、デフ・アドベンチャーという聴覚障がいの子どもを集めた

企画があります。その中に聞こえる子どもたちや、身体障がいを持った子ど

もたちも集まって、いろんな障がいの子どもたちや健常の子どもとコミュニ

ケーションを取ることがありますが、自然にお互い友達になって、仲よくで

きています。障がいを差別していません。 

学校にいろんな子どもがいますが、例えば車椅子に乗っているとかであれば

見た目で判断できますが、聴覚障がいの場合は見た目で判断できないことが

実は多いです。それがゆえに誤解を受けることもあるので、例えばこの資料

に、見た目で分かりにくい特性の中に聴覚障がいを載せていただくというこ

とプラス、手話も授業の中で取り入れてもらえればなというふうに考えてお



- 18 - 
 

ります。よろしくお願いします。 

大原会長  ： ありがとうございました。事務局は何か補足はありますか。 

 事務局  ： ありがとうございます。今いただきました倉金委員のご意見なんですが、

聴覚障がいのことにつきましては、資料の３ページのイラストが９種類書い

てあるんですが、下段の真ん中に、ちょっと分かりづらくて申し訳ございま

せんが、補聴器をつけたおばあさんの絵が描いてございます。こちらのほう

で触れようと考えております。 

また、手話のことにつきましては、資料の４８ページのほうで紹介をしよう

かと考えていたところでございます。 

また、斉藤先生からご指摘をいただきました精神障がいが怖いと思い込む

といったこちらの表現につきましても、我々事務局は、この表現でなければ

目的を達せられないというふうには思っておりませんので、今後より研究し

て適切な表現に考えていきたいと思います。 

いろいろとご意見をいただいておりますが、こちらで伝えたいことは、や

はり意識上のバリア、一方的な思い込みで物事を判断してしまうことがいけ

ないということ、それから無関心ですね。例えば車椅子使用者用の駐車区画

に普通の方が止めてしまうですとか、視覚障がい者用誘導ブロックの上に物

を置いてしまうといったこともバリアの一つであるといったことを伝える

ためのスライドになっております。 

繰り返しになりますけれども、様々伝えたいことは事務局としては山ほどあ

りまして、それを全て資料化してしまうと、減らしたスライドがまた増えて

しまうといったような堂々巡りになることもございますが、事前の研修で、

とにかく学校の先生方にそういったこともバリアの一つであるといったこ

とをしっかりと伝えて、子どもたちにそれが伝わるように頑張ってまいりた

いと思います。ありがとうございます。 

大原会長  ： ありがとうございます。今の点については大原からは、個人的には、いわ

ゆるコミュニケーション障がいとか、言語の違いということも理解してもら

おうとすると、外国籍の方とか別の言語を使っている方、手話と同じように

別の言葉があるということで、なかなか情報が伝わらないということもある

かと思うので、増やす方向で言うのは大変心苦しいんですけれども、その辺

の視点も忘れずにやっていただければと思います。 

倉金委員  ： よろしくお願いします。 

大原会長  ： お願いします。 

髙丸委員  ： 身体障害者福祉協会の髙丸と申します。 

ちょっとこの問題が難しくて理解ができなかったんですが、見た目では分

かりにくい特性と、それと、困っていることは一人一人違うということで、

いろいろあるんですけれども、例えば車椅子でも、車椅子が使えなかったら

どうするか、階段があったらどうするか、深くそれを問い詰める講義とかそ

ういうのはやるんでしょうか。例えば、こうしたら、どうしたら。例えば車
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椅子の方がいた場合、階段しかない。階段しかなかったら、それはどうする

かという、そういうディスカッションみたいのはやるんでしょうか。 

 事務局  ： ありがとうございます。時間が確かに非常に限られておりますので、でき

ればそういった議論なんかをして、グループで子どもたちに自発的に考えて

もらうのが理想だとは思うんですけれども、なかなか実際時間が取れない可

能性もございます。ただ、車椅子の方が階段しかない状況で児童に何ができ

るか、それを考える問いかけはしていきたいと思っています。例えば自分が

何もできなくても、周りの大人に知らせるといったこともあなたにできる１

つのことだよというのは、しっかりと教えていくプログラムになっておりま

す。 

髙丸委員  ： それと、私は学校のことは分からないんですが、小学校にはエレベーター

とかそういうのはないですよね。学校には階段だけですよね。 

 事務局  ： エレベーターが大分整備されてきておりますので、すみません、この場で

全校ありますというふうに……。 

髙丸委員  ： 私は車椅子ではないんですけれども、階段を上るのが非常につらいんです

よね。つらくて上れないんだけれども、手すりにつかまって上がろうとして、

やっぱり上がれないという記憶があって、そういう場合はどうしたらいいか

なと思ったんですよね。だから、学校にエレベーターとかがなくて、ただ、

どうしているのかな。あと、先ほど言ったように、車椅子の方が、車椅子で

階段しかない場合はどうしたらいいかなというのを考えてほしいなと思っ

ていたんですよ。どうしたらいいのかなと考えるのに、あと、子どもたちか

らは分からないけれども、１人ではできないけれども、みんなが集まれば一

緒に持ち上げたり、手伝ったりすることができるというのを考える時間とか

があったらいいなと思ったんです。 

それでまた、もう一つ別のほうなんですけれども、ヘルプマークについて

も触れるということがあったんですけれども、今、ヘルプマークは結構皆さ

んに浸透していますけれども、ヘルプマーク以外にいろんな障がいのマーク

があるんですね。そのマークが意外と知られていないので、それをもうちょ

っと皆さんに知っていただくような方法を取っていただきたいなと思いま

す。例えば聴覚の方は補聴器をつけているマークがありますね。それから、

内部障がいの方とか、オストメイトとかそういうのにもつながるんですけれ

ども、そういうマークも学校のほうに皆さんに浸透できるように話していた

だけたらいいのではないかなと思いました。 

すみません、あまりはっきり言えなくて申し訳ございません。 

大原会長  ： ありがとうございました。その辺も解説や何かにはいろいろ入れていくと

いうことで説明をされるといいかなと思います。 

だから、バリアについて知ることはできそうだけれども、ではどうするかと

いうところが、今解決の仕方は、取りあえず心として理解しましょうという

だけなので、もともとの物理的なバリアフリーということも解決の仕方とし
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て、こうやって世の中をよくしていきましょうというような話も出てくる

と、解決の方法として物理的なバリアフリーということも出てはきているの

かな、ちゃんと学べるといいかなとは思います。 

いろいろご意見が出てきたと思いますが、いずれにしても、よろしければ

私から少し気がついたことを言いますと、全体の流れで、今回はとにかく社

会モデルとか合理的な配慮というようなことを知ってもらうということだ

と思うんですけれども、内容がやっぱり抽象的だということで、皆さんから

ご指摘があるように難しいところは抱えています。 

それで、これは前回市民部会で斉藤先生からも言われましたけれども、もう

少し去年までやっていたような体験型、対面型、対話型の当事者の方から話

を聞くというような経験も気づきとしては大変重要だろうというようなこ

となので、その点に関しては、先ほどのご説明では社協が継続して実施され

ているというようなことがある。だから、その辺の連携を気づきの場面の対

応として、これは全校にというのはなかなか難しいんだろうと思いますけれ

ども、そういう対応と、それから、こういう理念的なところを知ってもらう

というか、教えるというと変だけれども、学習してもらうというようなもの

と、その役割分担とか流れを、さらに言うと、先ほど私も紹介した学校探検

みたいなもの、実際のバリアフリーにしていくためにどうしたらいいかとい

うのを自分たちで考えるというような、次の段階の話までも含めた全体像み

たいなものを少しあらかじめ考えていただけるといいかなと思います。 

それを全てやるのは当然大変だと思いますので、全校で適用するものはこう

いうもの、それから、ピックアップして行っていけるものとかとめり張りを

つけて、できる範囲で茅ヶ崎市全体で取り組まれているバリアフリー教育と

いうようなものを、全体の見取図をつくっていただけるといいかなと思った

のが１つです。 

あとは、それにも関係するんですが、この数年、２～３年前に作ったポス

ターというのがまさに今回の教育の教材にもなるわけで、この辺をもう少し

活用する画面をつくってもいいのではないかなと思いました。今のところ、

最初の１コマ目の中でちょっぴり出てきていますけれども、もうちょっとこ

の辺の生かし方というのも、今までずっと行ってきた流れの上で今これがあ

るんだということをみんなで意識してもらうためにも、ぜひポスターの活用

というのを考えていただけるといいかなと改めて言っておきたいと思いま

す。 

そんなところですが、ほかにこれだけはというようなことはありますか。 

上杉委員  ： 自閉症児・者親の会、上杉です。 

冒頭のご説明の中で、今後は社協さんが障がい理解啓発を中心にやって、

それで都市政策課さんが心のバリアフリーをというふうにすみ分けて進め

るというお話があったと思うんですけれども、今日は社協の方はいらっしゃ

いますか。 
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すみません、私とか瀧井さんとか、いんくる隊という、知的障がい者理解啓

発のプログラムを社協さんと昔つくって、呼ばれれば行くという形にしてい

るんですけれども、今年は恐らく社協さんが企画した夏のボランティア大学

が１回、前の年は１回、２回はあったりなかったり、極めて少ない回数なん

ですね。なので、呼ばれるのも車椅子の方たちの体験が中心だったりして、

だから、そのご説明には納得しかねるところがあるんですが、その辺はいか

がでしょうか。 

若林委員  ： 社会福祉協議会の若林です。 

今、上杉さんがおっしゃったとおり、先ほど来の説明を聞いていて、社協

が１つの柱立てとしてそれを担っている、確かにあるよなとは思いながら、

数とボリュームの部分で果たしてどうなのかというようなところは正直言

ってございます。どこまで事務局間でその辺の整理をしたのかというのは少

し不明な部分もありまして、私のほうから具体的な話がなかなかできないの

も大変申し訳ないんですけれども、今社協で担っている講座等で、果たして

どこまでそれが充足できるのか、その部分は少し事務局間で整理が必要なの

かなと思いました。ありがとうございます。 

上杉委員  ： ご説明の詳細について、今、事務局長さんからご説明があったとおり、同

じボリュームのものが２つ続くわけではないということを皆さんに知って

おいていただきたかったんですね。だから、障がいの理解啓発の部分も、バ

リアフリー教室の中で私や瀧井さんは非常に有効だなと思ってやってきた

ものですから、そこが弱くなるのはちょっと残念だなと思います。 

 事務局  ： 事務局でございます。先ほどのご説明で、社会福祉協議会さんと連携をし

て進めてまいりますというようなご説明で皆様ご認識されてしまったかも

しれないんですけれども、申し訳ありません、もちろん連携はしてまいりま

す。社会福祉協議会さんのほうで、当事者の方による福祉教室、障がいを知

ろうという、視覚障がいはこういうものです、聴覚障がいとか、障がいごと

に障がいについて知ろうというような講座を持っていらっしゃるというよ

うなことから、その役割分担としてのすみ分けを心のバリアフリー教室で図

ろうといった趣旨で発言をさせていただいたものであります。なので、今後、

社会福祉協議会さんと学校教育を進めていくに当たってのボリューム的な

調整といったところは今後させていただきたいと思っております。なので、

社会福祉協議会さん的には唐突な事務局からのご説明に捉えられてしまっ

たかもしれませんけれども、引き続き連携を図ってすみ分けを図ってまいり

たいと考えております。 

大原会長  ： ぜひ、その辺、全体像の整理をよろしくお願いしたいと思います。 

斉藤先生から手が挙がっていますよね、お願いします、お待たせしてすみ

ません。 

斉藤委員  ： ありがとうございます。簡単に。皆さんのご意見を聞いていて、本当にい

ろいろな意見があるんだなというのはよく分かりました。まさにそれが心の
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バリアフリーをつないでいく問題意識だなと思って、ご意見は拝聴させてい

ただきました。 

最後に１つだけなんですけれども、こういった形で意見交換、話合いをす

ることで、次なる段階での心のバリアフリーに向けての課題、対応、それか

ら、どんな取組をすればいいのかというのが明らかになってきたと思うんで

すね。ぜひ事務局にお願いなんですけれども、これからこの教室の進め方に

ついては、教育委員会なり、あるいは担当の学校の先生方とそれぞれ打合せ

をしたりすると思うんですね。ここでお願いなんですけれども、より多くの

方々にその過程を情報共有していただく。あるいは、必要であれば、進め方

等についての手引書についてまたご意見をいただく、そういう開かれた情報

共有の場を用意していただければと思います。市民部会をはじめ当事者の参

加を忘れずに、それから学校現場との協力、社協との協力、連携もあります。

そういったことでより広く情報共有しながら、心のバリアフリーのプログラ

ムを進めていっていただければと思います。よろしくお願いします。 

大原会長  ： ありがとうございました。というところで、今後、今のようなことで幾つ

かご提案をいただきましたから修正をしますよね。さらに、現場の先生たち

等も、実際にこれが現場で可能かどうかというか、実際に使えるかどうかと

いうようなことをもっと詰めていくと思います。その段階で私たちにはどん

なふうに情報を提供いただけますか。まずは、スケジュールで言うと８月中

に募集をかけるということでしょうけれども、そのときには概要を学校のほ

うに紹介して募集するということで、今資料として出ているこれを修正をし

て、固めるというのはいつぐらい。もう実施する直前までいろいろ修正をし

ても構わないということですかね。そうすると、９月、１０月ぐらいの時点

で、どうしましょうか、何か情報を流していただけるというようなことでい

いでしょうか。そこで気がついたら、またあまり細かいところまでうまく修

正できるかどうかは分かりませんけれども、いろいろご意見をいただくとい

うことですか。事務局としてはそれでいいですか。今日みたいな会合は特に、

すみません、私も勉強不足で、次回は予定はしていないですか。 

 事務局  ： 次回が、協議会は年明けになってしまいます。市民部会は秋頃の予定でご

ざいますので、それに先立ちまして、本日皆様からいただいたご意見を基に

再度修正させていただいたものを共有させていただきたいと思います。 

大原会長  ： 分かりました。では、ちょうど市民部会の頃合いが実施の申し込む始めと

いうような形になるかと思います。では、またそういう感じで情報を共有し

ていただきながら、ご意見もその都度いただけるといいかと思います。 

それでは、こちらの議題はここで一旦締めてよろしいでしょうか。 

大筋としてはいいんですけれども、言葉に関してはいろいろ気になる点がご

指摘があったかと思いますので、その辺の修正を事務局のほうにはよろしく

お願いしたいと思います。 

それから同時に、どれぐらいの数にするかというのも、取りあえずは事務局
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の案で進めて、ただ、あまりにもたくさんになって質が低下するというか、

内容が薄くならないようにぜひお願いしたいと思います。できるだけこれ

は、今年度は試行段階だという意識を持っていただいて、次年度、また全校

に例えば普及できるような基礎的な教材を作るというぐらいのそういう段

階だというふうに考えていただければいいかと思います。 

では、次の議題でよろしいでしょうか。 

（２） 市バリアフリー基本構想の中間評価について 

大原会長  ： 次の議題は中間評価ということで、基本構想の中間評価報告書というのが

資料として上がっていますので、こちらを説明いただいて、これはあまり質

問などもこの段階ではあまり出ないかもしれませんが、一応報告に近い形で

説明をお願いしたいと思います。 

 事務局  ： それでは、事務局から失礼いたします。議題（２)についてご説明いたし

ます。本議題の資料は資料４になります。 

基本構想の中間評価報告書につきましては、前回、３月の協議会において素

案を提示させていただきました。委員の皆様から貴重なご意見を頂戴してお

ります。今回は、そのご意見を踏まえて修正、加筆した報告書（案）をお示

ししたいと思います。 

報告書（案）は、表紙、目次に続き、次の４つの大項目で構成されています。

１、はじめに、２、各事業の進捗状況、３、各事業に対する評価、４、今後

の方向性。１、はじめに及び２の各事業の進捗状況につきましては、前回提

示した素案から大きな変更はございませんので、説明を省略させていただき

ます。 

本日は３、各事業に対する評価及び４の今後の方向性についてご説明し、

委員の皆様からご意見をいただきたいと考えております。 

それでは、お手元の資料４の２６ページをご覧ください。３、各事業に対

する評価では、これまでの振り返りとして得られた成果や見えてきた課題を

整理しております。 

まず（１)市民・事業者・行政が主体となって取り組む事業では、４つの項

目を評価しております。 

ア、心のバリアフリーの推進、こちらでは、心のバリアフリー教室につい

て、教室実施後のアンケート結果や保護者からの感想において高い満足度が

得られている一方で、単なる交流体験にとどまらず、心のバリアフリーを実

践する意識を育むプログラムへの改良が必要であることが明らかになりま

した。また、前回の協議会でのご意見を受け、教員に対しても心のバリアフ

リーに関する正しい理解を促す必要性について内容を追加しております。 

イ、施設整備に伴うバリアフリー化の推進では、当事者参画が効果的であ

ること、事業者への意識啓発の必要性を述べております。ウ、公共サインの

整備に伴うバリアフリー化の推進と、エ、安全な歩行空間の確保に伴うバリ

アフリー化の推進では、いずれも計画に沿って順調に推進されていると評価
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しております。 

続きまして、（２)市が主体となって取り組む事業では、新たなバリアフリ

ー関連事業に取り組む課が増加した一方で、施設整備計画の件数が減少した

ことを述べております。 

続きまして、（３)重点整備地区では、随時対応・定期実施、または短期と

して位置づけられている特定事業計画の着手率が７８％に達していること

から、本基本構想の目標年次である令和１４年度、２０３２年度までに事業

進捗率７割の達成を目標としていることに照らし、順調に推移しているもの

を評価しております。 

最後に、（４)整備促進地区（香川駅周辺地区・辻堂駅周辺地区)では、市道

７１１５号線の歩道整備事業やサイン点検を受け、順調に推移しているもの

を評価しております。 

大項目３、各事業に対する評価は以上になります。 

続きまして、大項目４、今後の方向性についてご説明いたします。 

はじめに、（１)市民・事業者・行政が主体となって取り組む事業について

です。心のバリアフリーのさらなる普及に向けて、各世代に応じた事業の展

開を図ってまいります。単に言葉としての心のバリアフリーを伝えるだけで

はなく、心のバリアフリーを体現するための３つのポイントを踏まえなが

ら、市民一人一人の具体的な行動を促すような啓発活動を強化していく方針

です。 

また、心のバリアフリー教室につきましては、より効果的に理念を伝え、よ

り多くの学校で展開できるよう、プログラムの見直しと改善を進めてまいり

ます。また、前回の協議会での意見を踏まえ、教員一人一人の深い理解が必

要不可欠なため、教員に対する理解を深められる機会を創出していく必要が

あります。こちらの一文を加えております。 

施設整備に関するバリアフリー化については、計画段階や基本設計の段階か

ら、実際に施設を利用される多様な立場の方々の意見を伺い、可能な限り設

計に反映するという取組を継続いたします。あわせて、事業者の意識変容を

促すための具体的な手法についても今後検討を進めてまいります。 

さらに、公共サインの整備や安全な歩行空間の確保についても関係機関との

連携を基にバリアフリー化の取組を着実に進めてまいります。 

次に、（２)市が主体となって取り組む事業についてです。職員研修などを

通じて主体的にバリアフリー推進に取り組む意識を高め、実際にバリアフリ

ーの推進に取り組む課がさらに増加することを目指しております。 

続いて、（３)重点整備地区（茅ケ崎駅・北茅ケ崎駅周辺地区）です。関係

機関との調整や合意形成が必要な中期、長期の事業についても、計画に基づ

いた確実な進捗を目指してまいります。そのために、調整作業の着手促進や

意見交換会の実施などを通じ、計画どおりの実施を目指します。 

最後に、（４)整備促進地区（香川駅周辺地区・辻堂駅周辺地区）です。こ
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のエリアでは、必要に応じて公共サインの整備を進めるとともに、香川駅周

辺については、今後も継続して歩道の整備や鉄道の複線化に向けた鉄道事業

者への働きかけを行ってまいります。 

以上が今後の方向性に関する説明となります。 

詳細はお手元の中間評価報告書（案）にも記載されておりますので、併せて

ご確認ください。 

議題（２)の説明は以上になります。 

大原会長  ： 説明をありがとうございました。それでは、ご質問とかご意見はいかがで

すか。 

上杉委員  ： 質問です。上杉です。前にも１回、この会議の場で発言したような気がす

るんですが、例えば香川駅とかだと、香川駅はホームの北と南に踏切があり

ますよね。どちらもそうであったと思いますが、線路に対して斜めに道が入

っているんですよね。そうすると、例えばベビーカーの小さい車輪とか、車

椅子の小さい車輪とかが線路の部分にはまってしまって、それで危険な状況

になると聞いていて、そういった状態になったのをアラームとかで知らせる

仕掛けというのがあると聞いたんですね。今回の整備にそこまでのことが入

っているのかどうかを確認したいなと思いますし、入っていないのであれ

ば、今後の課題として伝えていってほしいなと思います。 

 事務局  ： ありがとうございます。香川駅周辺の整備につきましては、踏切内の異常を

検知する警報装置が整備されていたような記憶がございますが、再度確認を

させていただきまして、仮に整備されていない場合には、鉄道事業者にそう

いった働きかけも行ってまいりたいと考えております。ありがとうございま

す。 

大原会長  ： 今は中間評価ですね。今のお話は、当初からそういう問題があったという

ことなんですが、この数か月の間にも何らかの形で建物が建て替わったりと

かというようなことで、何らかの変化がある可能性がありますよね。逆に言

うと、ひょっとすると新たなバリアが増えている可能性も可能性としてはあ

ると思うんです。そういうのはどうやって、どこで捉えてこのバリアフリー

基本構想の中に場合によって盛り込むとか、加えるとかということはできる

んですか。そういう場合はどうすればいいでしょうか。中間評価としてはそ

の辺には触れずにいくのか、当初立てられた基本構想の単なる評価にとどめ

るのか、新たに出てきた問題がもしあるとすると、それに対してどんなふう

に評価というか、加えていくのかという手順というか、実際そういうのがな

ければいいんですけれども、もし出てきた場合にはどういう手続でやってい

ったらいいですか。 

 事務局  ： ありがとうございます。令和５年８月に改定を受けておりまして、この１

年半の間には大きな変更はないものというふうに事務局では認識をしてお

ります。ただ、今後、この計画期間である２０３２年、令和１４年度までの

間に大きな変化があった場合には、当然中間評価のタイミングで計画のほう
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に見直しを検討していく必要があろうかと思っております。 

また、重点整備地区の特定事業計画につきましては、毎年度、茅ケ崎駅、北

茅ケ崎駅周辺地区で特定事業が増えているか減っているかを事務局として

注視しております。例えばなんですけれども、道を挟んだお隣の中央病院さ

んが建物が増えていたりといったことを事務局として認知した場合には、直

接中央病院さんのほうに伺ってこのバリアフリー基本構想の特定事業計画

についてご説明をして、必要に応じて事業計画を出していただくといった取

組を行っているところでございます。そのように着実にまちの変化に合わせ

て計画のほうも順次修正をさせていただきたいと思っております。 

大原会長  ： ありがとうございます。分かりました。そのように加える要件とか修正す

るような点が出てきたら、この中間報告、中間評価が何回かまだあると思い

ますので、そういうときに出てくるということで了解しました。 

皆さんから何かご意見、ご質問はありますか。 

特にないようでしたら、引き続き状況変化などのウオッチングを欠かさずよ

ろしくお願いしたいと思います。 

  

３．その他 

  次回の議会予定について 

大原会長  ： それでは、２つの議題は終わりましたが、その他は何かありますでしょう

か。 

上杉委員  ： すみません、何回も発言いたしますが、上杉です。 

まず１つは情報提供、もう１個はお願いなんですが、前にもご紹介したか

もしれませんが、ただいま茅ヶ崎で合理的配慮促進条例を考える会というグ

ループがございます。今日の資料でも、資料３の４５ページにバリアを減ら

す社会の取組という項目がございまして、ページを開けると、みんなのバリ

アフリー街づくり条例というようなことがそういった取組の一つだという

ふうにここに書かれてあります。現在の進捗状況を申し上げますと、メンバ

ーで茅ヶ崎市議会の議員さん一人一人にこの必要性をお伝えして、賛同を得

たいというふうにそれもお願いしているところでございます。今後について

は皆様に進捗状況をお伝えしますけれども、この委員会の理念にも通じると

ころがありますので、もしご関心のある方は、このグループをちょっとのぞ

きに来ていただけるといいなと思います。それが１つです。 

それからもう一つ、これはお願いなんですが、前にもこれも言ったかもし

れません。今日はほとんどの発言を事務局の方がされていましたけれども、

声が全部後ろから聞こえてくるんですね。発言される方は、できたらこの輪

に入っていただきたい。やっぱり発言される方の顔と発言を同時に見ながら

理解したいんですね。狭い部屋だったらしようがないんですけれども、今日

の広さだったら全然入りますので、ぜひ次回からよろしくお願いいたしま

す。 
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大原会長  ： ありがとうございます。合理的配慮促進条例を考える会は茅ヶ崎市で条例

化しようという。 

上杉委員  ： そうです。 

大原会長  ： すばらしいです。皆さんぜひいろいろ検討を進めていただければいいので

はないかなと思います。 

そのほかはよろしいでしょうか。 

倉金委員  ： 少し情報をお届けしたいと思います。以前、津波警報で心配しました。テ

レビで放送していましたが、茅ヶ崎の聾者は、相模川が氾濫することを大変

心配して、ただ、情報がなかったんですね。我々の聴覚障害者協会でＬＩＮ

Ｅをやり取りして、茅ヶ崎市役所からのメールがあるということを、避難所

のこととかは決まっていなかったので、できれば避難所はこちらに行ったほ

うがいいとか、迷っている人もいるので、茅ヶ崎市からはっきりと情報があ

ると、聞こえない人たちが自宅で不安を抱えていたので、そういう情報を伝

えていただけるやり方はありますか。各地域によって避難所の情報なども違

うと思うので、そのあたりも手厚く情報をいただければと思います。 

事務局  ： ありがとうございます。申し訳ございません。事務局のほうではお答えが

できませんので、防災の部局にいただきましたご意見を確かにお伝えさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

倉金委員  ： よろしくお願いします。ありがとうございます。 

大原会長  ： それでは、一通り議事は終わったということでよろしいですかね。それで

は、進行を事務局のほうにお返しします。ありがとうございました。 

事務局  ： 本日はご出席いただき、また、貴重なご意見を承りましてありがとうござ

いました。 

事務局より今後の開催予定についてご案内申し上げます。現時点では、１

０月頃に市民部会、令和８年３月に協議会の開催を予定しております。日程

や議題の詳細につきましては、決まり次第事務局より改めてご連絡を差し上

げますので、ご調整のほどよろしくお願いいたします。 

それでは、以上をもちまして、茅ヶ崎市バリアフリー基本構想推進協議会

を終了とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。 

 


